






要約:私達は,臨床的観点からr一グロブリン療法の基準を作り、連続した 126 例に適用し

た。それは,発熱,主要 6症状,心所見,検査所見の 4項目から選択するもので,49例(39%)が

該当した。その中で,投与後に軽度の冠動脈拡張を来した例が 9例あった。巨大冠動脈瘤は,

入院時点で拡張があった 1例のみであった。非投与群中,入院時の拡張を含め,軽度の冠動

脈拡張は 20 例(26%)あり，その特徴は,低年齢で,CRP が比較的低く,微熱が遷延し,冠動脈

変化も遅い傾向が見られた。 


